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図1 調査地点及び地点名 

A. 丹生沢源泉 

B. 大六天下左 

C. 左岸源泉群 

農業用水路 

100m 
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山梨県北部に位置する増富温泉は古くから温泉保養

地として知られ、県内外から多くの利用者が訪れている。 

温泉水中の222Rn濃度日本最高値が増富温泉で観測され

た1)ことが示す通り、増富温泉水に含まれる222Rnの含有量

は全国屈指であり、少なくとも大正3年から多くの研究者

による調査報告2～11)が行われてきた。 

これらの報告は、温泉成分の含有量等について記して

いるが、この温泉に特徴的に含まれる222Rnについてはそ

の濃度が報告により大きく異なる地点もある。また、そ

れらの報告は散発的かつ不定期なものであり、年間変動

などを調査した報告はない。 

さらに、222Rnの起源や湧出機構の推定5,8)が行われてい

るが、これらの報告からすでに50年以上が経過し、近年

のデータによる検証、確認が必要である。 

そこで本調査では、定点において222Rnを中心にモニタ

リングを行い季節変動を明らかにし、その結果から推定

されている222Rnの湧出機構の検証を行うこととした。 

 

調査方法 
 

 調査地点及び地名を図1及び図2に示した。図1のA,B及

びC(いずれも県有林内未利用源泉)を調査地点とした。な

お調査期間中にD地点（図2）で湧水を認めたため、Dにお

いても湧出停止まで調査を行った。また農業用水路（以

下「水路」という）の水質についても調査した。 

調査項目及び分析法は次のとおり。 

泉温：標準温度計。湧水量：定量容器による測定。pH:

ガラス電極法。電気伝導率：交流二電極法。222Rn:ゲルマ

ニウム半導体検出器による温泉水中ラドン濃度測定方

法。Na+、K+、Ca2+、Mg2+、Cl-及びSO4
2-:イオンクロマトグ

ラフ法。HCO3
-:分離滴定法。 

測定頻度はおよそ14日に一度、測定期間は平成28年4

地図出典 

山梨県地図:井上恵介「白地図専門店」 http://www.freemap.jp/ 

拡大地図:国土地理院電子国土 http://maps.gsi.go.jp/ 

いずれも一部編集 

拡大地図

30km 

北杜市 

山梨県 

http://www.freemap.jp/
http://maps.gsi.go.jp/
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C.左岸源泉群
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B.大六天下左
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図3 主要項目グラフ 

 Rn :×8500Bq/kg 

 湧水量 :×3500mL/min 

 Rn :×8500Bq/kg 

 湧水量 :×250mL/min 

 Rn :×500Bq/kg 

 湧水量 :×200mL/min 

図2 調査地点及び地点名 

23 

本谷川 

農業用水路 

B.大六天下左 

D.大六天付近湧水 

20m 
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23 

月12日から平成29年3月27日とした。 

なお、これらの項目に国土交通省水文水質データベー

ス増富観測所の降水量のデータを加えて解析を行った。 

 

結果と考察  

 

各地点の分析結果を表1、2、3及び4に示した。 

またA、B及びC地点の主要な項目の年間変動、降水量

及び農業用水路使用期間のグラフを図3に示した。なお、

農業用水路は使用開始前には乾燥していたが使用終了後

は水位が激減したもののわずかに流れが見られた。 

A、B及びCいずれの源泉においても、降水や表流水の

影響を受けていないと思われる時点における222Rnを除く

成分の濃度とその比は近似していた。このことから、こ

れらの源泉のおおもとは同一のものと考えられた。 

 

１ 丹生沢源泉(A) 

湧水量、222Rnを除く成分の濃度において、9/28に降雨

の影響で若干水量が増え、濃度が低下しているものの、
222Rnを除く全項目が年間を通じてほぼ一定であり、水路

水の影響を受けていないことが分かった。 
222Rn濃度に着目すると、初め漸増し、8月末に急激に減

少し10月から再び増加に転じている。 

減少の時期から見て水路使用終了と因果関係がある

ようにも見えるが、前述のとおり222Rn以外の項目から見

てこの源泉が水路の影響を受けていないこと、水路使用

開始時期に222Rn濃度の変動がないことから、水路の使用

状況が222Rn濃度に影響を与えているとは考え難い。 

泉温の変化による溶解度の変化が原因であることも

疑ったが、4/12から8/16まで泉温も222Rn濃度も上昇して

いた。また、8/16から10/25まで泉温は横這いから僅かに

低下し、222Rn濃度は急激に減少していた。11/8以降は泉

温は低下し、222Rn濃度は増加していた。 

泉温と222Rn濃度の変動には一貫した相関がなく、泉温の

みの影響により222Rn濃度が変動しているとは考え難

い。 
222Rnとその他の成分の濃度の変動には大きな差異が見

られるが、このことは互いの起源が異なる可能性を示唆

している。 

丹生沢源泉の222Rn濃度は調査期間内に大きな変動を見

せたが、毎年同様のパターンを示すか否か、その変動の

要因について、いずれも不明であり今後も継続的な調査

を要する。 

 

2016 2017 

2016 2017 

2016 2017 
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２ 大六天下左(B) 

大六天下左は、県道23号脇の岩の亀裂から湧いてい

る。その亀裂からは微細なものを除いて3箇所から湧出し

ている。その右端は現在旅館で取水し営業に供している。

中央は湧水量が少なく、冬季には湧出しないため採水が

困難である。そのため左端の源泉を調査地点とした。 

水路使用開始後、5月頃に湧水量が急激に増加し、各

成分の濃度が低下した。水路使用終了後、9月頃から再び

湧水量は減少し、各成分の濃度が上昇した。このことか

ら、この源泉は水路使用の影響を受けることが分かった。 
222Rn濃度と他の成分の濃度の変動を比較すると、222Rn 

の方が5月の濃度低下が著しい、222Rn濃度の上昇が6月頃

から認められた、1/4以降222Rn濃度は低下しているがその

他の成分は上昇している等、この源泉においても222Rnと

その他の成分の濃度変動に差異が見られた。 
222RnとCl-の濃度と湧水量を積算した成分湧出量を図4

に示した。222Rn湧出量に着目すると、農業用水路を使用

し始めた頃から増加しており、水路使用終了後に湧水量

と共に減少していた。また、主要成分であるCl-の湧出量

においても水路使用終了後の減少は不明瞭であるものの

同様の傾向が見られた。 

温泉の流路に用水路の水が単純に浸入することで湧

水量が増加した場合、時間当たりの各成分湧出量には大

きな変化がない、または出口圧力上昇により地下からの

温泉湧水量が低下し、時間当たりの各成分湧出量は減少

すると考えられたが実際には前述のとおりの変化が認め

られた。このことは例えば次のような機構を仮定すれば

説明できる。 

図5のように地表近くに地下水溜があり、この地下水

溜には複数の出口がある。 

水路を使用しない時期は地下深くから来る温泉水と

降水のみに涵養されるため地下水位が低く、各温泉成分

の濃度も高い。 

水路の使用が始まると、素掘りの水路から浸透した水

が地下水溜を涵養し、地下水位が上がり、温泉が希釈さ

れる。水位が上がった分だけ大六天下左にかかる圧力及

び湧水量が増大し、結果として各成分の湧出量は増加す

る。 

３ 大六天付近湧水(D) 

大六天付近湧水は、大六天下左の斜面直上に位置す

る。この地点付近に222Rn濃度40,000Bq/kgを超える大六天

の泉とという源泉があった5)が今では枯渇している10)。 

大六天付近湧水は冬季には湧出が見られず、8/16に発

見され、10/11を最後に枯渇した。8/16以前にも湧出して

いた可能性はある。この源泉の主要項目及び成分毎湧出

量グラフを図６に示した。 

図5の仮定を採れば大六天付近湧水の222Rn以外の濃度

の変動についても説明することが出来る。 

地下水溜の水位が上昇し大六天付近湧水の高さを超

えた際に湧出が始まり、水路の使用が終わり、水位が下

がると湧出が止まる。 

水路水が地下水溜を涵養する際、水路に近い地下水溜

上部では各成分の濃度が希薄で、下部に行くにつれ濃く

なる濃度勾配が生じるため、同じ地下水溜から湧出して

いるにもかかわらず、大六天下左と比較して各成分の濃

度が希薄である。 

水路からの涵養量が減少し、地下水面が湧出口に近く

なると、水路水の混入比率が高まり各成分は薄く、泉温

は低くなる。また圧力の変動に応じ湧水量も減少する。 

ただし、この仮定だけでは湧水量の減少と同時に222Rn

濃度が上昇すること、大六天下左と大六天付近湧水の
222Rn濃度比がその他の物質の濃度比と明らかに異なるこ

とについて説明できない。このことは前述の仮定に黒田

氏の説5,8)を加えることで説明可能となる。 

黒田氏の説によれば、温泉にわずかに含まれる226Raが

地表付近で鉄と共に沈殿し堆積物中に226Raが濃縮され、
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図7 C.左岸源泉群上東、成分毎湧出量グラフ 
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それが増富温泉の222Rn供給源となっている。 

かつて存在した大六天の泉で生じた堆積物の一部が

地下水溜から大六天付近湧水湧出口までの流路内に222Rn

供給源として存在する。また大六天付近湧水の湧出口は

土壌であるため、流路を通った水の一部は土壌に浸透し、

その余剰分が湧水として地表に現れる。 

全流量が低下した場合222Rn供給源は常に一定量の222Rn

を供給し続けるため、222Rnの濃度が反比例して上昇する。

また、土壌に浸透する水量を一定とすれば、全流量の内、

地表に湧出する水の比率は小さくなり、222Rnの湧出量は

減少する。 

４ 左岸源泉群上東(C) 

左岸源泉群上東は、傾斜50度程度の斜面の高さ5m幅

10m程度の範囲内に少なくとも8箇所から湧出する源泉の

集団のうち最上位に二つ並んだ源泉の東側に位置する。 

8/29、9/28において降水の影響と思われる湧水量の増

加とNa+、Cl-等の濃度の若干の低下が見られるが、それ

を除き、これらの項目は概ね一定の水準を保っている。 

大六天下左と同様に湧出量に注目すると、図7のとお

りCl-の湧出量が湧水量と共に増減しており、左岸源泉群

上東においても地下水溜から湧出していると考えること

が出来る。222Rnの湧出量ではそのような傾向は見られな

かった。 
222Rn濃度に着目すると5/10から11/21にかけて低く、そ

れ以降に高濃度となっている。泉温は反対に5/10から

11/21にかけて高く、それ以降に低くなっており、両者に

は負の相関が見られる（図8）。湧水量も泉温同様の傾向

が見られ222Rnとの相関が有るように見えるが、湧水量が

大きく増加する7/19から9/23にかけて222Rn濃度は横這い

であるなどの点から、見かけ上の相関であるかあるいは

泉温と222Rn濃度の相関より弱い相関であると思われた。 
222Rn濃度と泉温の間に負の相関が見られたのは、気体

の溶解度が温度に依存することによるものと思われる。 

まとめ 

 

今回得られた各成分の年間変動を解析したところ、大

六天下左付近、左岸源泉群において地下水溜から複数の

源泉へ温泉が供給されていることが新たに推定された。 

また、大六天下付近湧水の222Rn濃度の変動を説明する

ためには、湧出口付近に222Rn供給源があるとする必要が

あった。いずれの源泉においても222Rn濃度とその他の成

分の濃度の変動に差異が見られ、222Rnと他の成分は起源

が異なることが示唆された。これらのことは、黒田氏の

唱える「温泉水中の226Raが地表付近で沈殿することによ

り濃縮される。その沈殿物が222Rn源である」とする説を

間接的に支持するものである。 

今後の課題として、丹生沢源泉において222Rn 濃度の大

幅な変動が認められたが、現状ではその要因を説明する

ことが出来ないため、さらに調査を継続し、その要因を

明らかにする必要がある。また、新たに推定された地下

水溜の存在を検証していく必要がある。 
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50
 

13
50
 

13
20
 

13
50
 

13
60
 

SO
42
-  

mg
/L
 

64
9 

66
2 

67
8 

65
7 

66
2 

66
5 

66
1 

67
2 

66
3 

66
9 

66
9 

66
7 

61
5 

65
0 

65
9 

65
4 

66
9 

65
8 

66
8 

67
2 

65
8 

65
5 

66
0 

65
5 

65
5 

65
2 

Cl
-  

mg
/L
 

31
10
 

31
80
 

32
80
 

31
80
 

32
30
 

32
20
 

32
10
 

32
30
 

32
20
 

32
40
 

32
60
 

32
40
 

29
80
 

31
20
 

31
80
 

31
80
 

32
50
 

32
60
 

32
40
 

32
30
 

32
30
 

32
10
 

32
40
 

32
10
 

32
10
 

31
90
 

Mg
2+
 

mg
/L
 

欠
測
 

24
.2
 

24
.4
 

24
.4
 

26
.6
 

21
.4
 

23
.8
 

28
.2
 

25
.7
 

22
.3
 

25
.3
 

25
.8
 

20
.9
 

23
.3
 

22
.0
 

24
.2
 

23
.1
 

23
.2
 

21
.9
 

23
.0
 

21
.3
 

20
.5
 

21
.3
 

21
.0
 

20
.8
 

21
.6
 

Ca
2+
 

mg
/L
 

欠
測
 

28
8 

28
2 

24
5 

23
3 

27
4 

24
7 

28
0 

24
4 

25
4 

25
1 

27
9 

25
0 

23
0 

27
1 

27
5 

26
1 

25
1 

24
2 

25
9 

24
3 

23
5 

23
9 

24
6 

24
1 

23
1 

K+
 

mg
/L
 

31
0 

32
9 

33
8 

32
1 

33
9 

32
2 

31
9 

32
2 

32
0 

33
3 

31
8 

31
9 

28
9 

31
8 

30
5 

33
0 

31
8 

33
4 

33
0 

32
9 

30
7 

30
1 

31
4 

31
3 

31
3 

30
0 

Na
+  

mg
/L
 

24
50
 

25
10
 

25
70
 

25
00
 

25
40
 

25
50
 

25
20
 

25
70
 

25
10
 

25
80
 

25
70
 

25
50
 

23
50
 

24
80
 

25
30
 

25
40
 

25
60
 

25
40
 

25
20
 

25
60
 

25
00
 

24
60
 

24
90
 

24
50
 

24
50
 

24
40
 

2
22 R
n 

Bq
/k
g 

63
30
 

63
90
 

57
60
 

71
60
 

71
90
 

78
20
 

74
50
 

79
90
 

81
50
 

86
40
 

63
80
 

61
70
 

41
30
 

44
70
 

43
10
 

52
50
 

55
10
 

64
60
 

63
80
 

77
10
 

82
70
 

86
40
 

85
00
 

83
50
 

85
50
 

87
80
 

泉
温
 

℃
 

22
.3
 

22
.2
 

22
.5
 

22
.2
 

22
.4
 

22
.6
 

22
.8
 

22
.7
 

22
.7
 

23
.3
 

23
.3
 

23
.1
 

23
.2
 

23
.2
 

23
.2
 

23
.8
 

22
.9
 

23
.4
 

23
.2
 

23
.1
 

22
.6
 

22
.6
 

22
.3
 

欠
測
 

22
.1
 

22
.0
 

気
温
 

℃
 5.
6 

16
.7
 

16
.8
 

20
.0
 

15
.2
 

15
.8
 

22
.7
 

22
.9
 

20
.4
 

22
.1
 

21
.5
 

18
.2
 

20
.5
 

13
.0
 

8.
5 

7.
5 

13
.0
 

7.
2 

6.
3 

5.
2 

-0
.7
 

-2
.0
 

-0
.9
 

欠
測
 

5.
0 

0.
9 

湧
水
量
 

mL
/mi
n 

33
90
 

36
50
 

34
40
 

34
50
 

29
40
 

34
20
 

33
80
 

32
90
 

33
50
 

33
70
 

35
00
 

31
80
 

36
50
 

34
60
 

31
80
 

35
20
 

34
10
 

34
80
 

35
30
 

34
60
 

34
60
 

36
10
 

33
20
 

34
50
 

33
70
 

35
10
 

電
気
 

伝
導
率
 

S/
m 1.
21
 

1.
22
 

1.
21
 

1.
25
 

1.
20
 

1.
19
 

1.
18
 

1.
19
 

1.
17
 

1.
18
 

1.
16
 

1.
15
 

1.
07
 

1.
12
 

1.
09
 

1.
12
 

1.
11
 

1.
12
 

1.
14
 

1.
10
 

1.
10
 

1.
09
 

1.
10
 

1.
10
 

1.
13
 

1.
10
 

pH
 

6.
43
 

6.
30
 

6.
36
 

6.
30
 

6.
37
 

6.
39
 

6.
17
 

6.
54
 

6.
47
 

6.
55
 

6.
29
 

6.
63
 

6.
32
 

6.
29
 

6.
39
 

6.
43
 

6.
40
 

6.
35
 

6.
47
 

6.
34
 

6.
32
 

6.
04
 

6.
35
 

6.
47
 

6.
28
 

6.
75
 

調
査
日
 

4/
12
 

4/
26
 

5/
10
 

5/
24
 

6/
07
 

6/
21
 

7/
05
 

7/
19
 

8/
02
 

8/
16
 

8/
29
 

9/
13
 

9/
28
 

10
/1
1 

10
/2
5 

11
/0
8 

11
/2
2 

12
/0
6 

12
/2
0 

1/
04
 

1/
17
 

1/
31
 

2/
14
 

2/
28
 

3/
14
 

3/
27
 

 丹 生 沢 源 泉
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表
2
分
析
結
果
 

 

HC
O 3
-  

mg
/L
 

欠
測
 

12
40
 

12
00
 

89
5 

70
3 

74
0 

74
3 

77
3 

69
8 

78
6 

80
3 

56
4 

85
1 

98
1 

10
10
 

10
70
 

11
10
 

11
80
 

12
10
 

12
10
 

12
30
 

13
50
 

12
90
 

12
80
 

13
40
 

13
30
 

SO
42
-  

mg
/L
 

66
1 

68
7 

68
7 

51
4 

41
4 

39
8 

35
5 

41
0 

42
6 

42
2 

39
8 

33
6 

44
7 

52
1 

54
7 

57
1 

59
7 

62
3 

63
9 

63
0 

64
7 

65
7 

66
8 

67
2 

68
0 

67
8 

Cl
-  

mg
/L
 

32
40
 

33
60
 

34
00
 

24
30
 

19
20
 

18
10
 

15
90
 

18
70
 

19
80
 

19
40
 

17
90
 

14
90
 

20
60
 

24
60
 

26
10
 

27
40
 

29
00
 

30
40
 

31
00
 

30
70
 

31
20
 

32
00
 

32
50
 

32
90
 

33
50
 

33
40
 

Mg
2+
 

mg
/L
 

欠
測
 

22
.8
0 

23
.2
0 

14
.8
0 

8.
83
 

8.
56
 

9.
90
 

9.
90
 

7.
14
 

10
.3
0 

8.
90
 

8.
54
 

13
.4
0 

12
.5
0 

13
.8
0 

14
.8
0 

16
.0
0 

15
.6
0 

欠
測
 

17
.7
0 

18
.4
0 

18
.8
0 

19
.2
0 

21
.2
0 

21
.2
0 

02
3.
00
 

Ca
2+
 

mg
/L
 

欠
測
 

24
7.
0 

23
0.
0 

15
3.
0 

11
5.
0 

78
.6
 

10
2.
0 

88
.6
 

10
2.
0 

10
7.
0 

92
.0
 

82
.4
 

11
7.
0 

13
6.
0 

14
7.
0 

16
9.
0 

17
9.
0 

19
2.
0 

欠
測
 

21
1.
0 

23
7.
0 

23
4.
0 

24
4.
0 

24
7.
0 

25
0.
0 

25
0.
0 

K+
 

mg
/L
 

33
8 

35
2 

35
9 

25
9 

20
8 

19
6 

17
6 

21
3 

21
7 

21
1 

20
3 

16
6 

23
5 

27
2 

27
9 

28
8 

31
3 

31
6 

32
2 

32
1 

33
2 

33
6 

33
5 

34
3 

34
8 

35
7 

Na
+  

mg
/L
 

24
20
 

24
80
 

25
20
 

18
50
 

14
60
 

14
10
 

12
40
 

14
70
 

15
70
 

14
90
 

14
00
 

11
50
 

16
10
 

18
90
 

19
70
 

20
70
 

22
00
 

22
80
 

23
20
 

22
80
 

23
80
 

24
20
 

24
50
 

24
70
 

25
20
 

25
10
 

2
22 R
n 

Bq
/k
g 

82
50
 

85
70
 

87
00
 

34
20
 

29
70
 

33
20
 

32
80
 

41
30
 

43
20
 

50
80
 

57
30
 

33
60
 

55
30
 

42
10
 

54
30
 

49
50
 

47
50
 

53
80
 

60
20
 

62
80
 

59
20
 

58
00
 

53
60
 

57
90
 

54
70
 

53
70
 

泉
温
 

℃
 

11
.6
 

15
.6
 

16
.9
 

19
.0
 

19
.7
 

19
.8
 

21
.8
 

22
.4
 

22
.2
 

23
.0
 

22
.7
 

22
.3
 

22
.1
 

20
.6
 

19
.2
 

19
.2
 

19
.0
 

16
.2
 

12
.4
 

11
.6
 

11
.2
 

13
.4
 

12
.2
 

欠
測
 

12
.8
 

11
.8
 

気
温
 

℃
 

10
.6
 

17
.5
 

20
.2
 

24
.5
 

17
.5
 

18
.0
 

28
.3
 

26
.3
 

21
.2
 

25
.0
 

25
.0
 

19
.0
 

22
.1
 

15
.0
 

10
.5
 

11
.8
 

14
.1
 

8.
0 

7.
5 

5.
7 

1.
4 

2.
1 

2.
1 

欠
測
 

6.
4 

2.
0 

湧
水
量
 

mL
/mi
n 

27
.1
 

27
.3
 

48
.2
 

18
0.
0 

16
3.
0 

19
0.
0 

17
1.
0 

17
7.
0 

22
8.
0 

16
7.
0 

18
0.
0 

24
1.
0 

15
6.
0 

14
0.
0 

13
4.
0 

13
0.
0 

13
0.
0 

12
9.
0 

10
7.
0 

97
.1
 

90
.6
 

10
2.
0 

10
0.
0 

94
.2
 

94
.7
 

10
1.
0 

電
気
 

伝
導
率
 

S/
m 

1.
22
0 

1.
25
0 

1.
26
0 

0.
98
3 

0.
75
3 

0.
72
7 

0.
67
5 

0.
76
0 

0.
64
5 

0.
74
3 

0.
72
9 

0.
55
6 

0.
77
0 

0.
88
2 

0.
89
9 

0.
96
5 

1.
00
0 

1.
03
0 

1.
07
0 

1.
05
0 

1.
07
0 

1.
06
0 

1.
10
0 

1.
09
0 

1.
15
0 

1.
10
0 

pH
 

6.
29
 

6.
52
 

6.
35
 

6.
19
 

6.
21
 

6.
22
 

6.
09
 

6.
14
 

6.
40
 

6.
40
 

6.
10
 

6.
40
 

6.
12
 

6.
23
 

6.
22
 

6.
22
 

6.
19
 

6.
21
 

6.
29
 

6.
28
 

6.
25
 

6.
29
 

6.
28
 

6.
23
 

6.
27
 

6.
18
 

調
査
日
 

4/
12
 

4/
26
 

5/
10
 

5/
24
 

6/
07
 

6/
21
 

7/
05
 

7/
19
 

8/
02
 

8/
16
 

8/
29
 

9/
13
 

9/
28
 

10
/1
1 

10
/2
5 

11
/0
8 

11
/2
2 

12
/0
6 

12
/2
0 

1/
04
 

1/
17
 

1/
31
 

2/
14
 

2/
28
 

3/
14
 

3/
27
 

 大 六 天 下 左
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表
3
分
析
結
果
 

 

HC
O 3
-  

mg
/L
 

欠
測
 

11
70
 

11
50
 

11
60
 

12
10
 

12
10
 

12
70
 

12
40
 

12
00
 

12
10
 

10
60
 

11
50
 

95
7 

10
60
 

11
30
 

11
60
 

11
90
 

12
20
 

12
20
 

12
10
 

12
30
 

12
60
 

12
50
 

12
70
 

13
20
 

13
20
 

SO
42
-  

mg
/L
 

74
5 

76
2 

74
5 

75
3 

74
6 

76
4 

77
9 

77
6 

72
0 

75
3 

66
2 

72
9 

61
4 

65
3 

69
7 

71
3 

72
3 

72
0 

73
2 

71
8 

74
2 

75
3 

76
2 

76
8 

77
4 

76
7 

Cl
-  

mg
/L
 

29
60
 

30
40
 

29
60
 

29
80
 

29
80
 

30
30
 

31
00
 

30
80
 

28
70
 

29
90
 

26
20
 

29
10
 

24
40
 

26
20
 

27
90
 

28
40
 

28
60
 

28
90
 

29
00
 

28
20
 

29
50
 

30
20
 

30
50
 

30
80
 

31
10
 

30
70
 

Mg
2+
 

mg
/L
 

欠
測
 

17
.9
 

16
.5
 

16
.8
 

18
.3
 

16
.5
 

18
.7
 

16
.2
 

17
.7
 

20
.6
 

16
.6
 

17
.0
 

11
.8
 

18
.3
 

15
.0
 

16
.8
 

15
.5
 

14
.0
 

15
.8
 

16
.3
 

16
.6
 

18
.5
 

19
.3
 

19
.8
 

16
.8
 

18
.2
 

Ca
2+
 

mg
/L
 

欠
測
 

20
8 

21
0 

21
4 

20
5 

21
7 

23
0 

22
3 

19
6 

23
9 

17
9 

19
3 

17
8 

19
1 

18
7 

17
1 

21
6 

18
1 

18
7 

19
0 

20
4 

21
7 

22
2 

22
1 

22
5 

21
5 

K+
 

mg
/L
 

33
5 

33
0 

32
6 

33
1 

32
2 

32
8 

34
3 

33
4 

31
4 

32
3 

29
2 

31
6 

26
8 

28
3 

29
7 

31
0 

31
4 

31
4 

31
0 

31
7 

33
3 

32
2 

32
7 

33
9 

33
8 

32
9 

Na
+  

mg
/L
 

23
10
 

23
70
 

23
10
 

23
20
 

23
20
 

23
40
 

24
10
 

23
90
 

22
30
 

23
20
 

20
50
 

22
60
 

19
00
 

20
30
 

21
70
 

22
10
 

22
30
 

22
50
 

22
50
 

22
00
 

23
10
 

23
50
 

23
60
 

23
80
 

24
10
 

23
70
 

2
22 R
n 

Bq
/k
g 40
3 

48
4 

37
4 

38
0 

35
6 

32
2 

30
8 

31
0 

36
1 

28
1 

31
1 

29
6 

29
9 

26
1 

32
5 

37
3 

35
3 

44
6 

48
6 

51
4 

51
7 

50
5 

47
7 

53
6 

50
7 

54
2 

泉
温
 

℃
 

欠
測
 

11
.0
 

11
.8
 

12
.6
 

12
.9
 

14
.1
 

15
.3
 

16
.2
 

16
.1
 

16
.7
 

16
.7
 

16
.5
 

16
.1
 

15
.2
 

13
.5
 

12
.4
 

12
.3
 

10
.5
 

10
.9
 

8.
4 

6.
9 

6.
8 

6.
0 

欠
測
 

7.
3 

7.
0 

気
温
 

℃
 9.
8 

18
.2
 

17
.8
 

21
.0
 

15
.0
 

19
.1
 

21
.8
 

25
.4
 

19
.5
 

21
.9
 

21
.0
 

17
.8
 

18
.1
 

15
.2
 

9.
2 

11
.0
 

12
.1
 

5.
9 

7.
8 

5.
2 

0.
8 

1.
0 

1.
1 

欠
測
 

6.
0 

0.
5 

湧
水
量
 

mL
/mi
n 

欠
測
 

欠
測
 

10
9 

11
1 

11
5 

12
6 

12
0 

12
0 

13
2 

12
8 

15
6 

14
4 

19
4 

16
6 

15
0 

13
6 

12
9 

12
5 

13
3 

12
9 

10
2 

11
3 

10
7 

11
1 

10
9 

10
6 

電
気
 

伝
導
率
 

S/
m 

1.
13
0 

1.
14
0 

1.
16
0 

1.
17
0 

1.
14
0 

1.
14
0 

1.
14
0 

1.
14
0 

1.
07
0 

1.
09
0 

0.
95
8 

1.
03
0 

0.
88
3 

0.
93
4 

0.
95
7 

0.
99
2 

1.
00
0 

1.
02
0 

1.
03
0 

1.
00
0 

1.
03
0 

1.
03
0 

1.
06
0 

1.
05
0 

1.
08
0 

1.
05
0 

pH
 

6.
25
 

6.
55
 

6.
17
 

6.
15
 

6.
16
 

6.
33
 

6.
09
 

6.
27
 

6.
58
 

6.
42
 

6.
11
 

6.
32
 

6.
04
 

6.
05
 

6.
13
 

6.
09
 

6.
13
 

6.
12
 

6.
13
 

6.
11
 

6.
13
 

6.
11
 

6.
12
 

6.
04
 

6.
10
 

6.
02
 

調
査
日
 

4/
12
 

4/
26
 

5/
10
 

5/
24
 

6/
07
 

6/
21
 

7/
05
 

7/
19
 

8/
02
 

8/
16
 

8/
29
 

9/
13
 

9/
28
 

10
/1
1 

10
/2
5 

11
/0
8 

11
/2
2 

12
/0
6 

12
/2
0 

1/
04
 

1/
17
 

1/
31
 

2/
14
 

2/
28
 

3/
14
 

3/
27
 

 左 岸 源 泉 群
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表
4
分
析
結
果
 

 

HC
O 3
-  

mg
/L
 

85
.4
 

65
.9
 

58
.6
 

69
.6
 

78
.1
  

16
.3
 

15
.5
 

17
.1
 

16
.3
 

17
.9
 

13
.4
 

14
.6
 

SO
42
-  

mg
/L
 

44
.6
 

39
.4
 

47
.4
 

36
.4
 

42
.1
  

9.
65
 

9.
37
 

9.
87
 

8.
80
 

9.
70
 

10
.3
0 

8.
94
 

Cl
-  

mg
/L
 

18
2 

15
0 

17
7 

10
4 

16
5  

4.
40
 

4.
26
 

4.
62
 

3.
66
 

4.
59
 

5.
19
 

3.
01
 

Mg
2+
 

mg
/L
 

1.
8 

1.
1 

1.
4 

1.
0 

1.
4  

0.
7 

0.
6 

0.
7 

0.
7 

0.
7 

0.
7 

0.
8 

Ca
2+
 

mg
/L
 

21
.9
0 

11
.3
0 

18
.4
0 

8.
80
 

15
.0
0  

3.
58
 

3.
63
 

3.
59
 

3.
16
 

3.
78
 

3.
99
 

3.
97
 

K+
 

mg
/L
 

24
.3
 

21
.0
 

22
.4
 

16
.0
 

20
.8
  

1.
06
 

1.
04
 

1.
01
 

1.
04
 

1.
17
 

1.
26
 

1.
04
 

Na
+  

mg
/L
 

17
0 

14
9 

16
0 

11
6 

15
7  

6.
92
 

6.
80
 

7.
29
 

6.
40
 

7.
41
 

8.
03
 

5.
83
 

2
22 R
n 

Bq
/k
g 

36
50
 

34
20
 

35
00
 

49
00
 

52
60
  

<8
 

<8
 

<8
 

<8
 

<8
 

<8
 

<8
 

泉
温
 

℃
 

23
.5
 

22
.5
 

21
.8
 

22
.1
 

19
.0
  

11
.6
 

11
.6
 

11
.2
 

12
.2
 

15
.6
 

18
.5
 

16
.6
 

気
温
 

℃
 

25
.0
 

25
.0
 

19
.0
 

22
.1
 

15
.0
  

23
.0
 

25
.8
 

18
.0
 

18
.1
 

26
.9
 

26
.0
 

21
.6
 

湧
水
量
 

mL
/mi
n 

欠
測
 

83
7 

69
2 

58
2 

20
0  

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

電
気
 

伝
導
率
 

S/
m 

0.
10
30
 

0.
08
82
 

0.
09
72
 

0.
06
70
 

0.
09
36
  

0.
00
66
6 

0.
00
66
6 

0.
00
69
9 

0.
00
63
2 

0.
00
70
6 

0.
00
76
6 

0.
00
61
9 

pH
 

5.
73
 

5.
63
 

6.
01
 

5.
69
 

5.
66
  

6.
90
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